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定例会６月会議

●主な内容●主な内容
議会6月会議議会6月会議
平泉町コミュニティバス平泉町コミュニティバス
6月から試験的に導入 買い物支援への一手6月から試験的に導入 買い物支援への一手 ··· ···２２
一般質問一般質問
ここが聞きたいここが聞きたい
６議員が町の考えを問う６議員が町の考えを問う ········································ ········································７７

平平泉泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ

平泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ５５

浄土の心を伝えたい浄土の心を伝えたい
　毛越寺　毛越寺白白

はくはく
王王
おうおう
院院
いんいん
法法
ほっほっ
嗣嗣
しし
（弟子）の志羅山 順慶さん。（弟子）の志羅山 順慶さん。

　世界遺産登録10周年の年でもあり、浄土の　世界遺産登録10周年の年でもあり、浄土の
心、歴史、文化、伝統を守り、平泉の魅力を発信心、歴史、文化、伝統を守り、平泉の魅力を発信
できればと思っています。（関連記事P14）できればと思っています。（関連記事P14）

議会だより

表紙の紹介
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
猛
威

を
振
る
い
始
め
て
か
ら
、

も
う
、
１
年
半
に
も
な
り

ま
す
。観
光
客
は
ま
ば
ら
、

宿
泊
施
設
も
駐
車
場
も
、

二
つ
の
お
寺
も
観
光
客
は

激
減
で
す
。
商
業
だ
け
で

な
く
建
設
業
も
、
農
業
も

２
年
連
続
の
米
価
下
落
、

繁
殖
牛
農
家
と
地
元
野
菜

農
家
は
、
苦
境
の
中
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
藤
原
ま
つ
り
を

き
っ
か
け
に
盛
り
上
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を「
議
会

新新
たた
なな
夢夢
にに
向向
かかっっ
ててだ

よ
り
」
と
し
て
届
け
た

い
で
す
ね
。

阿
部
圭
二　

家族で取り組んできた酪農
菅原栄蔵さんご一家（平泉字東郷）

　昭和30年代から60年余りにわたっ
て、酪農を営んできた菅原さん家族です。
高齢の栄蔵さんに代わり、娘の弘子さん
が２頭の乳牛からの朝晩の搾乳、出荷ま
でを担っています。
　当時30戸以上あった酪農家も今は菅原
さん含めて２戸だけになりました。お馴染
の牛乳缶の出荷が、今は保冷の集乳（タン
クローリー）車に代わり２日おきに回っ
てきます。収入の半分は餌代にまわり、
労働力不足や生き物を飼う大変さなど、
今後続けていく難しさも弘子さんの話か
らうかがえました。
　母のクニ子さんにとっては、乳牛のい
る暮らしが当たり前であり、牛を囲んで
の家族の写真は微笑ましいものになりま
した。

な
り
、
２
０
１
２
年
に
大
学
を

卒
業
し
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
俳
優
・
声

優
と
し
て
活
動
し
、
東
京
で
は

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
方
々
と
交

流
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
自
分
の
考
え
が
大
き
く
変

わ
り
、
平
泉
の
良
さ
を
よ
り
全

国
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
感
じ

た
そ
う
で
す
。

　

父
と
の
約
束
を
機
に
平
泉
に

戻
り
、
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て

い
き
ま
す
。

　

毎
月
８
日
は
毛
越
寺
本
堂
が

一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
で
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　

東
京
巣
鴨
に
あ
る
天
台

宗
を
専
門
に
学
べ
る
大
正

大
学
在
学
中
に
、
比
叡
山

で
の
修
行
を
終
え
僧
侶
に

乳牛を囲んだ菅原さんご家族
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頑 張 る 人

シリーズ

町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
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　利用登録をせずにその場で利用することは可能
か。また町外の方の利用の可否について伺う。

　現状では、利用登録を済ませなければ乗車する
ことができないが、申し込みが電話でも簡単に行
えることを今後も周知していく。町外の方は利用
することができない。

問

答

　高校の通学に利用したい方もい
る。そうした方々への対応をどう考
えるか。

　一関に行く東磐交通の路線が廃止
予定であり、当町もその対応に迫ら
れる。当町のコミュニティバスは市、
町の区域を越えることができないた
め、平泉駅までの移動を前提として
考えている。まだ実証実験の段階で
あるため、今後の乗車時刻等の改善
もあると考える。

問

答
浅利タマ子さん
（長島南北ルート18区）
　バス停も以前より増えて助かって
います。ただ、一関や前沢に乗り継ぐ
場合に、もう少し早い時間に平泉駅に
到着すると助かり
ます。
　高齢化などで利
用する人が減って
いますが、これか
らもみんなで利用
したいと思ってい
ます。

小野寺正
まさ
子
こ
さん（平泉ルート３区）

　今日は一関の病院から、帰りに乗りました。
コミュニティバスの運行は、大変ありがたい。
欲を言えば、午前便も門口から乗れたら助か
ります。歩くのが大変な人もいるので、門口
から乗れたらもっと乗る人が増えると思う。

町の声

町の声

６６月月からから試験的に導入試験的に導入
平泉町コミュニティバス平泉町コミュニティバス
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　実証実験開始から半月で平泉
ルート、長島ルートの登録者数
はどの程度であったか。また、
実際に利用した方々からどう
いった声があったか伺う。

　平泉ルートが44人、長島の
東西ルートが55人、南北ルー
トが94人である。町民からは
ジョイスまでの運行需要が高い
と思われた。今後アンケート調
査を実施し要望等について検討
していきたい。

問

答

　運行便数や行先について、今後の展望は。町民温泉行
のバスがあってもよいのではないか。

　今後のアンケート調査の中でそれらの要望がでてくる
と思われる。時刻の見直し等も含めて検討していきたい。

問

答

　
町
民
待
望
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
６
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ル
ー
ト
は
平
泉
、
長
島
東
西
、
長
島
南
北
の
３
ル
ー
ト
で
す
。
現
在

は
実
証
実
験
の
段
階
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
良
い
も
の

と
す
る
た
め
、
６
月
会
議
で
は
議
員
か
ら
活
発
に
質
疑
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　　　　　運　賃　　　　　
■基本料金 　　 300円（１回片道）
■未就学児 　　 無　料
■小 学 生 　　 100円
■障がい者および介助者 　 100円
■65歳以上の高齢者 　 200円

（７月１日現在）

佐藤
とし
夫
お
さん（長島東西ルート16区）

　バス停が近くて助かりま
す。乗車してみてお互いに
コミュニケーションが取れ、
和気あいあいと楽しく乗れ
ました。
　長く継続することを期待
します。

町の声

乗車には利用者カードが必要です

買い物支援買い物支援へのへの一手一手
一般財源一般財源からから517517万円万円
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請 願 審 査
　　　　　　「新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める請願」
産業建設常任委員会の審査の結果、採択の報告を受け本会議で審議しました。

請願第２号

平
泉
町
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
更
新
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

電
波
法
令
等
の
改
正
と
老
朽
化
に
よ
り
、
ア

ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
工
事
を
行

う
も
の
で
、屋
外
拡
声
支
局
６
局
（
坂
下
、佐
野
、

志
羅
山
、
滝
の
沢
、
東
岳
、
田
面
）
の
更
新
と

戸
別
受
信
機
２
５
０
０
台
の
更
新
な
ど
で
す
。

　
屋
外
拡
声
器
（
ス
ピ
ー
カ
ー
）
か
ら
の
声

が
聞
き
取
り
に
く
い
難
聴
地
域
が
あ
り
、
そ

の
解
消
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
更
新
前
の
ス
ピ
ー
カ
ー
24
台
の
活
用
は

可
能
か
。

　

総
務
課
長　
昨
年
の
調
査
を
も
と
に
、
ス

ピ
ー
カ
ー
の
テ
ス
ト
を
行
い
業
者
と
調
整
し

て
い
く
。
既
存
ス
ピ
ー
カ
ー
の
活
用
は
耐
用

年
数
も
あ
る
が
再
利
用
も
考
え
る
。

問答

採決の結果、賛成多数で採択となりました。

　　　　　　「 新型コロナウイルス感染拡大による米価下落に対し政府による
緊急対策を求める意見書」

１、 新型コロナウイルス感染拡大の影響による過剰在庫を政府が緊急買い入れし、米の需給環境
を改善すること。政府が買い入れた米を新型コロナウイルス感染拡大などによる生活困難者
への食料支援や海外援助などで活用すること。

２、 外国産米（ミニマムアクセス米）の輸入について、当面国産米の需給状況に応じて数量調整
を行うこと。

賛成多数で可決し関係大臣に送付しました。

発議第２号

三枚山光裕 議員
　過重在庫は緊急買い入れを、アクセス米
は数量調整をと、コメ農家を守るために現行
制度の改善を求めるものであり、採択すべ
きである。

髙橋　伸二 議員
　農業者に対する保証制度もすべての農家
を対象にしていない。農業政策の変遷の中、
コロナ禍に苦しむ農業者のためにも採択す
べきである。

賛 成
討 論

大友　仁子 議員
　備蓄米制度は供給の不足に備えて在庫と
して保有する目的であり、受給操作や価格
の下支えに繋がる運用は主旨に沿わない
ので反対である。

氷室　裕史 議員
　コメ農家に限定した緊急対策ではなく、
当町にも多数ある野菜農家、畜産農家も対
象として包括した保証がされるべきである。

反 対
討 論

※討論とは、採決の前に、賛成・反対の意見を表明することです。

上下水道がいらない完全循環型エコまるトイレ

企業版ふるさと納税企業版ふるさと納税のの受 け皿受 け皿にに基金創設基金創設
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平
泉
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
基
金
条
例

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
企

業
か
ら
寄
付
を
受
け
、
地
域
課
題
の
解
決
や
活

性
化
に
繋
が
る
事
業
を
行
う
た
め
、
そ
の
寄
付

金
の
管
理
、
運
用
を
す
る
基
金
を
創
設
す
る
も

の
で
す
。

　
企
業
の
提
案
し
て
い
る
事
業
の
内
容
は
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　
世
界
初
の
微
生

物
に
よ
る
汚
水
浄
化
技
術
（
エ
コ
ま
る
技
術
）

を
ベ
ー
ス
に
応
用
研
究
開
発
、
産
業
化
を
行

う
「
平
泉
バ
イ
オ
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
研
究
所
」

を
設
立
す
る
。

　
令
和
６
年
ま
で
の
寄
付
で
予
定
通
り
成
果

が
出
る
と
す
る
根
拠
は
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　
エ
コ
ま
る
技
術

は
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
世
界
唯
一
の
シ

ス
テ
ム
と
言
わ
れ
て
お
り
、
地
域
産
業
活
性

化
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

問答問答

　
議
会
定
例
会
６
月
会
議
は
６
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
８
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
条
例
制
定
や
補
正
予
算
な
ど
を
慎
重
審

議
し
、
提
出
議
案
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
課
題
、
教

育
課
題
な
ど
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和３年度 一般会計補正予算質疑

ワクチン集団接種スタッフ派遣事業委託料
 505万円
　高齢者の接種の状況は。64歳以下の接種の予定は。
　保健センター所長　接種はスムーズに進んでいる。64歳
以下の方については、一関市、市医師会と協議して進めて
おり、集団接種を中心に実施したい。

問
答

観光誘客促進業務委託料
227 万円

　事業を補正とした理由は。
　観光商工課長　栗原市、一関市、登米
市、平泉町連携の観光プロモーション
事業であるが、栗原市長選挙後に決定し
たためである。登米市のＮＨＫ朝の連続
ドラマを活用したプロモーションも進め
ていきたい。

問
答

ワクチン集団接種、高齢者から一般成人も対象に

地域活力推進費の組み替え
　地域活力推進費から、地域課題対応に組み替
えた事業内容は。
　総務課長　各地域から年度当初に地域課題
の要望を受けているが、優先順位が高いと判断
した2件への補正である。
　前林地区の分水ます設置工事費200万円と
町道倉町1号線の排水路設置工事費300万円
である。

問

答

町道平泉前沢インター側道拡幅工事費
1408 万円

　工事の場所と補正となった理由は。
　建設水道課長　（株）フタバ平泉の入り口手前道路の
拡幅である。急勾配と見通しの悪さから冬季間交通が
困難になる。また、工場の拡張予定で大型車両の交通
量増加見込みにより工事費の補正となった。

問
答

工事予定の町道

定
例
会
６
月
会
議

企業版ふるさと納税企業版ふるさと納税のの受 け皿受 け皿にに基金創設基金創設
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●髙 橋 伸 二 議員…Ｐ8
①  「デジタル・ガバメントの推進計画」策定の考え
②  小中学校におけるＩＣＴ教育環境の整備進捗状況

●大 友 仁 子 議員…Ｐ9
①  がん対策
②  帯状疱疹予防ワクチン

●升 沢 博 子 議員…Ｐ10
①  小中学生のインターネット利用に係る環境整備
②  要支援者の避難計画作成

●三枚山光裕 議員…Ｐ11
①  新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
②  新型コロナウイルス感染症のもとでの事業継続
への支援

③  「化学物質過敏症」（CS）への支援
④  リノベーション助成事業の創設
⑤  オリンピックの聖火リレー

●阿 部 圭 二 議員…Ｐ12
①  放課後児童クラブ
②  福祉施設等
③  保育所・幼稚園

●真 篭 光 幸 議員…Ｐ13
①  デジタル教育の課題
②  命の安全教育
③  リフォーム関連補助事業
④  主食用米作付け農家支援事業

６月会議において、三枚山光裕議員の一般質問に
対し、青木町長から反問権の行使がありました。

反問権とは…本会議や委員会において、町長
等が議員からの質問、質疑に対し、その発言の趣
旨等を確認できるとするもので、反問権の活用に
より議論の論点・争点が明確になります。

　政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として、平泉町では平成28年度から交付されています。
　議員一人当たり月額５千円、年間で６万円を上限として議員個人に支給されます。
　各議員の政務活動費の収支報告書は閲覧することができます。
　　閲覧場所　平泉町議会事務局
　　閲覧時間　午前８時30分から午後５時15分まで（土、日、祝日を除く）

政務活動費収支報告

※調査研究費、会議費、資料作成費の支出はありませんでした。　　※収入額を超えた支出は、自己資金で負担しています。

令和２年度政務活動費収支状況 単位：円

議
席 氏　　名

収入額 支出科目 政務活動費
支出額計

政務活動費
精算額

（6万円上限）
政務活動費
返納額政務活動費

補助金 研修費 資料購入費 広報費 事務費

1 大　友　仁　子 55,000 10,670 10,670 10,670 44,330
2 稻　葉　　　正 55,000 9,350 9,350 9,350 45,650
3 猪　岡　須　夫 55,000 0 0 55,000
4 氷　室　裕　史 60,000 49,640 9,972 59,612 59,612 388
5 阿　部　圭　二 60,000 23,672 5,478 29,150 29,150 30,850
6 三枚山　光　裕 60,000 5,060 108,460 113,520 60,000 0
7 真　篭　光　幸 60,000 15,272 550 15,822 15,822 44,178
8 髙　橋　伸　二 60,000 51,372 5,462 6,578 63,412 60,000 0
9 佐　藤　孝　悟 60,000 9,972 9,972 9,972 50,028
10 千　葉　勝　男 － － － －
11 升　沢　博　子 60,000 5,500 23,172 28,672 28,672 31,328
12 髙　橋　拓　生 60,000 44,794 5,500 15,463 65,757 60,000 0

合　　　計 645,000 55,140 203,306 119,422 28,069 405,937 343,248 301,752

　一般質問は、議員が執行機関である町長などに対し、事業の状況や将来の方針などの諸問題
について問うものです。平泉町では一人60分以内の制限時間で質問を行います。
　　※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報委員が校正したものです。
　　※全文は、議会ホームページでご覧いただけます。

一般質問で
町の考えを問うここここがが聞聞きたい！きたい！ここここがが聞聞きたい！きたい！
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

※採決に議長は参加していません。

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対：×）

議員名

議　案

大
友
　
仁
子

稻
葉
　
　
正

猪
岡
　
須
夫

氷
室
　
裕
史

阿
部
　
圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭
　
光
幸

髙
橋
　
伸
二

佐
藤
　
孝
悟

千
葉
　
勝
男

升
沢
　
博
子

髙
橋
　
拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

議案第25号　平泉町まち・ひと・しごと創生推進基金条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決

請願第 2号　 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による
緊急対策を求める意見書 × × ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ － 6 5 採択

発議第 2号　 新型コロナウイルス感染拡大による米価下落に
対し政府による緊急対策を求める意見書 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － 9 2 可決

議会定例会９月会議のお知らせ
９月７日（火）～16日（木）

開催予定
※本会議はインターネットで生中継しています。

議会定例会６月会議（６月８日～ 16日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ

　報告

第5号
継続費繰越計算書
（社会教育施設整備事業費に係る令和2
年度継続費予算の5074万7千円を令和
3年度に繰り越し）

第6号

繰越明許費繰越計算書
（15事業…4億2642万5千円を令和3
年度に繰り越し）
内訳：新型コロナウイルス感染症対策
関連事業（12事業…1億5439万5千円）　
平泉スマートインター関連事業（3事業
…2億7203万円）

第7号

事故繰越し繰越計算書
（新型コロナウイルス感染症の影響によ
り年度内に事業完了が困難となったた
め、平泉スマートインタチェンジ整備事
業2100万円を令和3年度に繰り越し）

　条例の制定と一部改正

第25号
平泉町まち・ひと・しごと創生推進基
金条例（企業版ふるさと納税を適正に
管理、事業推進するための基金設置）

4・5

第26号
平泉町コミュニティバス運行条例
（コミュニティバスを７月から有償運行
するための条例制定）

2・3

議案番号 議案及び内容 関連ページ

第27号
固定資産評価審査委員会条例の一部改正
（審査申出書類等の押印を廃止するため
の改正）

第28号 平泉町手数料条例の一部改正
（個人番号カードの再発行手数料の改正）

　その他

第29号
和解に関し議決を求めることについて
（和解の相手：東京電力ホールディングス、
賠償額452万5千円）

第30号
平泉町防災行政無線デジタル化更新工
事の請負契約の締結
（契約の相手：日本電気株式会社岩手支店、
契約金額2億1956万円）

5

　令和3年度補正予算

第31号

一般会計補正予算（第3号）
（新型コロナウイルス感染症対策費用
1712万5千円の追加、まち・ひと・し
ごと創生推進基金積立金3010万円の追
加、町道平泉前沢インター側道西1号線
拡幅工事1408万円を追加）

4

　議員提案（請願に伴う意見書提出）
発議
第2号

新型コロナウイルス感染拡大による米価下落
に対し政府による緊急対策を求める意見書 5

議会定例会４月会議（４月30日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ

第24号
一般会計補正予算（第2号）
（新型コロナウイルス感染症対策費用など
5161万円の追加）

議長交際費を公表します
４月分 　 3000円（老人クラブ連合会総会祝儀）
５月分 1万3000円（元議員ご逝去に伴う花環代、
　　　　　　　　　  企業竣工式祝儀）
６月分 　 1500円（平和大行進ペナント代）

※詳細はHPをご覧ください。

令和３年度補正予算
会計 補正額 補正後予算額

一般会計（第２号） 5161万円 55億5110万円

一般会計（第３号） 9502万円 56億4611万円

※単位未満を四捨五入しています。
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一　般　質　問

問
　
日
本
人
の
乳
が

ん
死
亡
者
は
年
間

１
万
３
千
人
で
、
罹
患
者

が
８
万
１
千
人
と
推
定
さ

れ
、
一
生
の
う
ち
乳
が
ん

だ
と
診
断
さ
れ
る
女
性
は

９
人
に
１
人
、
女
性
の
が

ん
の
２
割
を
占
め
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
は
、
定
期
的
な
自

己
チ
ェ
ッ
ク
の
時
期
、
回

数
の
目
安
、
視
診
と
触
診

の
方
法
に
つ
い
て
、
イ
ラ

ス
ト
入
り
で
解
説
し
て
い

る
。
入
浴
時
に
乳
が
ん
の

自
己
チ
ェ
ッ
ク
に
利
用
で

き
る
シ
ー
ト
を
配
布
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
乳
が
ん
は
女

性
の
が
ん
死
亡

原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て

い
る
。
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
で
き
れ
ば
完
治
す

る
可
能
性
が
高
く
、
自
己

チ
ェ
ッ
ク
で
発
見
で
き
る

唯
一
の
が
ん
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
検
診
を
受
け
た

方
々
や
保
健
推
進
員
を
通

じ
て
、
自
己
チ
ェ
ッ
ク
の

重
要
性
に
つ
い
て
住
民
に

周
知
し
て
い
く
が
、
現
段

階
で
は
自
己
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
配
布
は
考
え
て

い
な
い
。

問
　
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
風
呂
に
貼
っ

て
お
け
ば
毎
日
自
分
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
早
期
発
見

に
役
立
つ
物
と
考
え
る
が

見
解
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
令
和
３

年
度
の
健

康
ひ
ら
い
ず
み
計
画
の
重

点
項
目
を
が
ん
予
防
と
し

て
い
る
。
乳
が
ん
の
自
己

触
診
法
の
講
習
会
な
ど
を

通
じ
て
、
が
ん
予
防
の
周

知
、
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
く
。
そ
の
後
に
自
己

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
考
え
る
。

質
が
低
下
す
る
危
険
性
も

あ
り
、
高
齢
者
の
感
染
症

予
防
は
、
こ
の
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
帯
状
疱
疹

は
、
免
疫
低
下
に
伴
い
50

歳
頃
か
ら
急
増
し
80
歳
ま

で
に
３
人
に
１
人
の
方
が

発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
人
生
１
０
０
年
時
代

に
お
い
て
、
高
齢
者
が
元

気
で
長
く
健
康
で
い
ら
れ

る
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
帯
状
疱
疹
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
勧
奨
及
び

接
種
費
用
の
助
成
の
考
え

方
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　
帯
状
疱
疹
予

防
ワ
ク
チ
ン

は
、
任
意
の
予
防
接
種
に

な
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
相
談
が

あ
っ
た
際
に
は
、
情
報
を

提
供
す
る
。
今
後
も
国
の

動
向
に
注
視
し
、
予
防
接

種
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問
　

帯
状
疱
疹
は
、

身
体
の
片
側
の

一
部
に
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た

問
　
帯
状
疱
疹
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
限
ら
ず
、
高

齢
者
が
感
染
症
を
発
症
す

る
と
重
篤
化
す
る
危
険
性

が
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
生
活

に
お
い
て
大
き
く
生
活
の

痛
み
が
現
れ
、
夜
も
眠
れ

な
い
ほ
ど
の
激
し
い
痛
み

の
場
合
も
あ
る
。

　
ま
た
、
帯
状
疱
疹
治
療

後
に
強
い
疼
痛
が
長
時
間

残
る
帯
状
疱
疹
神
経
痛
が

あ
る
。
こ
の
様
な
状
況
に

対
し
て
、
帯
状
疱
疹
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
の
見

解
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
国
の
ワ

ク
チ
ン
評

価
に
関
す
る
小
委
員
会
な

ど
で
、
定
期
予
防
接
種
化

に
向
け
た
検
討
も
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
関
市
医

師
会
と
の
協
議
も
必
要
に

な
る
。「少子高齢化」から「笑子光齢

化」へ人生100年　お身体を
大切に笑顔も忘れずに‼ 

議員の
ひとりごと

大 友 仁 子 議員

生命を守る保健センター

乳
が
ん
予
防
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
配
布
は

答
配
布
の
考
え
は
な
い

帯
たい

状
じょう

疱
ほ う

疹
し ん

予防ワクチンの取り組みは
答国の動向を注視する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
小
中
学
生
に
貸

与
さ
れ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
中
学
卒
業
ま
で

使
用
す
る
。

　
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
も

含
め
た
、
管
理
規
定
な
い

し
使
用
規
定
の
制
定
が
必

要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
授
業
で
の
活

用
が
順
次
始
ま
っ
て
い
る
。

　
取
り
扱
い
の
モ
ラ
ル
な

ど
を
守
る
ル
ー
ル
は
周
知

し
て
い
る
が
、
家
へ
の
持

ち
帰
り
、家
庭
学
習
の
ル
ー

ル
作
り
を
今
後
進
め
る
。

教
育
次
長
　
使
用
管
理

規
定
あ
る
い

は
要
綱
等
の
使
用
基
準
は

必
要
と
考
え
る
。

　
保
護
者
に
も
家
庭
で
の

使
用
に
つ
い
て
協
力
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。明
文
化

し
た
規
定
を
作
成
し
た
い
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

「
家
庭
へ
の
持
ち

帰
り
を
ル
ー
ル
化
す
る
」

に
あ
た
り
、
保
護
者
に
誓

約
書
の
提
出
を
求
め
る
考

え
は
。

教
育
次
長
　
学
習
目
的

以
外
の
使
用

は
、
保
護
者
に
も
理
解
い

た
だ
い
た
う
え
で
、
同
意

書
ま
た
は
誓
約
書
を
検
討

し
て
い
る
。

問
　
保
護
者
と
学
校

間
の
ト
ラ
ブ
ル
を

発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
教
育
委
員
会
と
学
校

間
の
意
思
疎
通
に
食
い
違

い
が
生
じ
な
い
よ
う
徹
底

が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長
　

保
護
者
、

学
校
と
も
認

識
を
共
通
さ
せ
る
規
程
を

整
備
し
て
運
用
す
る
。

教
育
次
長
　
重
大
な
過

失
は
、
保
護

者
の
監
督
責
任
も
考
え
ら

れ
る
。
端
末
へ
の
保
険
加

入
は
、
町
の
負
担
を
基
本

に
考
え
つ
つ
、
明
文
化
に

あ
た
り
十
分
に
検
討
し
た

い
。問

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
良
さ
は
、
一

斉
に
情
報
を
伝
達
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方

で
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
や

表
情
か
ら
心
身
の
異
常
の

有
無
を
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
教
育
に
も
継

続
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
教
職
員
に
対

す
る
研
修
の
中

に
反
映
さ
せ
る
。
子
ど
も

た
ち
が
伸
び
伸
び
と
タ
ブ

問
　
子
ど
も
た
ち
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
壊

す
こ
と
を
恐
れ
て
使
わ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば

本
末
転
倒
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
学
校
内
で
の

破
損
と
学
校
外

で
の
過
失
に
よ
る
破
損

は
、
原
則
と
し
て
町
が
修

理
代
を
負
担
す
る
。
学
校

外
で
の
破
損
に
つ
い
て

は
、対
応
を
明
文
化
す
る
。

問
　
破
損
の
場
合
の

原
則
と
、
重
大
な

過
失
の
判
断
基
準
を
明
確

に
し
、保
護
者
の
精
神
的
、

経
済
的
負
担
を
払
拭
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
な

い
と
「
使
い
た
く
て
も
使

わ
な
い
」
と
い
う
意
識
が

芽
生
え
る
の
で
は
な
い
か
。

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
学
習
を

深
め
る
姿
は
保
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
壊
れ
る

こ
と
も
あ
り
得
る
と
の
考

え
方
で
、
学
校
と
教
育
委

員
会
が
協
議
を
重
ね
、
保

険
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
学
校
と
保
護
者

が
毀
損
を
巡
り
ト
ラ
ブ
ル

の
生
じ
な
い
形
で
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 「
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン

ト
の
推
進
計
画
」
策
定

の
考
え

髙 橋 伸 二 議員

タブレットを使った平中の授業スナップ

学習机は狭い。普段から子どもたちは
ものを落としていると聞く。小学校低
学年の子どもはなおさらだ。机が狭い
問題を解消することもタブレット学習、
学びの環境整備の課題だ。

議員の
ひとりごと

タ
ブ
レ
ッ
ト
破
損
等
へ
の
対
応
は

答
原
則
、
町
が
修
理
代
を
負
担

タブレット貸与に伴うマニュアル整備は
答使用基準の明文化が必要
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一　般　質　問

問
　
希
望
す
る
町
民

が
、
早
期
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
き
る
体
制
の

確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
担
う

医
療
機
関
の
減
収
補
填
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
に
対

し
十
分
な
補
償
は
な
さ
れ

る
の
か
。

町
長
　
高
齢
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が

終
わ
り
次
第
、
一
般
成
人

の
接
種
が
始
ま
る
。
引
き

続
き
一
関
市
医
師
会
の
支

援
を
得
な
が
ら
、
集
団
接

種
に
よ
る
接
種
体
制
を
構

築
す
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
従
事

す
る
医
療
機
関
の
医
師
及

び
看
護
師
等
の
謝
礼
に
つ

い
て
も
、
一
関
市
及
び
一

関
市
医
師
会
と
協
議
を
す

る
中
で
決
定
し
た
金
額
を

採
用
し
て
い

る
。
十
分
な
補

償
が
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

問
　
厚
生

労
働
省

の
事
務
連
絡
で

は
、１
日
１
５
０

回
以
上
接
種
す

る
医
療
機
関
は

補
償
が
増
額
す

る
内
容
で
あ

る
。
当
町
も
こ

れ
に
準
じ
た
対

応
が
医
療
機
関

に
図
ら
れ
る
よ
う
に
国
に

求
め
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長
　

一
関
市
、

医
師
会
と
協

議
し
な
が
ら
、
検
討
さ
せ

て
ほ
し
い
。

町
長
　
今
後
、
情
報

収
集
を
行
い
な

が
ら
、関
係
課
と
連
携
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

へ
の
掲
載
を
通
し
て
、
化

学
物
質
過
敏
症
に
係
る
情

報
発
信
と
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
　
小
中
学
校
な
ど

で
の
学
習
の
機
会

を
持
つ
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
が
見
解
は
。

教
育
長
　
化
学
物
質
に

過
敏
に
反
応
す

る
児
童
生
徒
が
潜
在
的
に

存
在
す
る
こ
と
を
念
頭

に
、
洗
剤
の
使
用
回
数
を

減
ら
す
な
ど
、
対
応
を

行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　

ま
た
、
給
食
着
な
ど
、

柔
軟
剤
や
芳
香
剤
の
過
剰

問
　
誰
も
が
発
症
し

得
る
環
境
病
で
あ

る
科
学
物
質
過
敏
症
に
つ

い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
等
も
含
め
て
定
期
的

に
町
民
に
周
知
し
、
町
民

の
中
で
理
解
を
広
げ
る
取

り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
の

で
は
な
い
か
。

使
用
を
控
え
る
な
ど
の
協

力
を
呼
び
か
け
、
敏
感
な

子
ど
も
へ
の
配
慮
を
お
願

い
し
て
い
る
。今
後
も
児
童

生
徒
、
保
護
者
の
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
、学
習
機
会

を
設
け
た
り
、
保
健
だ
よ

り
等
を
活
用
し
、
周
知
を

図
る
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

も
と
で
の
事
業
継
続
へ

の
支
援

・ 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
助
成

事
業
の
創
設

・ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火

リ
レ
ー

三枚山光裕 議員

新型コロナワクチン接種の送迎バス

私の質問中に主旨を確認する
「反問権」の行使は「町政史上初」。
「米価請願」では４人が討論。議論
の場にふさわしい６月会議に。町長
と反対討論の議員に感謝。

議員の
ひとりごと

身の回りにあふれる化学物質

接
種
体
制
確
立
と
医
療
機
関
へ
の
支
援
は

答
医
師
会
か
ら
十
分
な
支
援
を
受
け
て
い
る

化学物質過敏症の周知の方針は
答ホームページや広報誌への掲載を行う
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
ス
マ
ホ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
情
報

端
末
は
、
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
反
面
、
児
童
生
徒

が
使
用
す
る
場
合
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
平
成
27
年
の

利
用
状
況
調
査
結
果
か

ら
、
教
育
振
興
運
動
で
ど

う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

教
育
長
　
情
報
メ
デ
ィ

ア
と
上
手
に
付

き
合
う
方
法
に
つ
い
て
、

講
演
会
を
始
め
ノ
ー
テ
レ

ビ
デ
ー
や
※
日
９
ノ
ー
メ

デ
ィ
ア
運
動
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。

問
　
課
題
の
一
つ
で

あ
る
家
庭
で
の

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
教
育
振
興

運
動
で
、「
平

泉
家
庭
教
育
10
か
条
」
を

定
め
、
親
子
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
の
利
用

時
間
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
ル
ー
ル
を
作
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
小
学
生
の
３
人

に
１
人
、
中
学
生

の
２
人
に
１
人
、
高
校
生

の
３
人
に
２
人
が
裸
眼
視

力
１・
０
未
満
と
い
う
視

力
検
査
の
結
果
が
で
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
か
ら

発
せ
ら
れ
る
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
の
健
康
へ
の
影
響
は
。

教
育
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
授
業
導

入
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
う

時
間
は
限
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
の
視
力
低
下
や
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
の
影
響
は
心

配
し
て
い
な
い
。む
し
ろ
家

庭
で
の
ス
マ
ホ
の
長
時
間

使
用
な
ど
が
健
康
被
害
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
個
別
計
画
作
成

に
福
祉
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

の
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
名
簿
に
掲
載

さ
れ
た
方
々
に

つ
い
て
、
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
相
談
支
援

専
門
員
に
個
別
計
画
の
作

成
を
依
頼
し
て
い
る
先
進

事
例
も
あ
る
。
福
祉
専
門

職
や
福
祉
事
業
者
と
の
連

携
が
不
可
欠
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　
災
害
対
策
基
本

法
が
改
正
さ
れ
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
避

難
個
別
計
画
作
成
が
努
力

義
務
化
さ
れ
た
。
個
別
計

画
作
成
の
状
況
は
。

町
長
　
支
援
者
を
特

定
す
る
難
し
さ

な
ど
か
ら
作
成
が
進
ん
で

い
な
い
。

問
　
平
時
に
も
見
守

り
に
活
用
で
き
る
同

意
の
あ
る
名
簿
登
録
者
は
。

町
長
　
現
在
の
名
簿

登
録
者
は
２
０
９

名
で
、
そ
の
う
ち
平
常
時

か
ら
名
簿
の
提
供
に
同
意

を
し
て
い
る
方
が
１
１
１

名
で
53
・
１
％
で
あ
る
。

区
長
、
民
生
委
員
が
管
理

し
て
お
り
、
普
段
の
見
守

り
に
役
立
て
て
い
る
。

問
　
生
活
習
慣
の
調

査
で
朝
食
を
食
べ

な
い
、
時
々
食
べ
な
い
な

ど
小
学
生
が
15
・
３
％
、

中
学
生
が
20
％
弱
あ
る

が
、
食
育
指
導
は
。

教
育
次
長
　
小
学
校
で

は
運
動
会
を

き
っ
か
け
に
「
早
寝
、
早

起
き
、
朝
ご
飯
」
を
「
給

食
だ
よ
り
」で
呼
び
か
け
、

改
善
が
図
ら
れ
た
。

議員の
ひとりごと

升 沢 博 子 議員

インターネットを使いこなすために
読んで欲しい本

あなたも、そしてあなた
の周りの人も幸せにな
れる、ネットの使い方
をしましょう！

個別計画　市区町村の状況

※2019年６月時点、
　消防庁調べ

一部作成中
（862団体）

作
成
済
み

（
２
０
８
団
体
）

未
作
成

（
６
５
０
団
体
）

37.8％

50.1％

12.1％

要
支
援
者
の
個
別
計
画
作
成
は

答
福
祉
専
門
職
と
の
連
携
も
必
要

情報メディアとの上手な付き合い方は
答ルール作りが課題である

※日９ノーメディア運動とは…日曜日の午後９時以降は、情報メディアを利用しない運動。
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一　般　質　問

問
　
店
舗
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
を
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
店
舗
で

あ
っ
て
も
対
象
と
な
る
よ

う
要
件
緩
和
し
て
は
ど
う

か
。町

長
　
現
行
の
助
成

に
は
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
契
約
店
舗
は
除

い
て
い
る
が
、
今
後
要
望

が
あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
た
い
。

問
　
店
舗
の
所
有
者

ま
た
は
空
き
家
の

所
有
者
が
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
い
場
合
、
業
者
が
一
目

で
わ
か
る
名
簿
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
、
希
望
者
と
業
者
の
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

観
光
商
工

課

長
　

店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
助

成
は
、
商
工
会
に
加
盟
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
。
リ

フ
ォ
ー
ム
希
望
者
の
相
談

も
商
工
会
に
し
て
い
る
た

め
町
へ
の
相
談
は
な
く
、

名
簿
を
作
る
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
。

問
　
要
支
援
・
要
介

護
認
定
を
受
け
た

方
の
住
宅
改
修
工
事
に
際

し
て
も
名
簿
が
あ
れ
ば
す

み
や
か
に
町
内
業
者
に
発

注
で
き
る
仕
組
み
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

観
光
商
工

課

長
　

店
舗
リ

フ
ォ
ー
ム
以

外
の
住
宅
改
修
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。

町
長
　
米
価
が
昨
年

よ
り
落
ち
込
む

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

主
食
用
米
か
ら
の
転
作
を

進
め
、
国
の
水
田
活
用
直

接
支
払
交
付
金
を
活
用
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
稲
作
農
家
へ
の
直
接

支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　

奥
州
市
で
は
、

国
の
新
型
コ
ロ
ナ

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
１
ア
ー
ル
当
た

り
１
１
６
円
を
補
助
す
る

こ
と
を
決
め
７
月

か
ら
交
付
す
る
と

し
て
い
る
。
田
植

え
が
終
わ
っ
た
ば

か
り
の
時
期
に
助

成
金
を
交
付
す
る

こ
と
の
農
家
へ
の

心
情
的
、
心
理
的

な
支
援
効
果
は
大

変
大
き
い
。
本
町

に
お
い
て
も
主
食

用
米
の
種
子
代
補

助
と
い
う
形
で
、

実
施
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
っ
て
、
米
の
国
内
需

要
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で

い
る
。
主
食
用
米
作
付
け

農
家
支
援
事
業
補
助
金
の

継
続
は
。

農
林
振
興

課

長
　
令
和
３
年

産
米
の
需
給

安
定
に
向
け
て
、
作
付
け

転
作
が
よ
り
一
層
必
要
で

あ
る
。
米
の
価
格
が
下
落

し
て
も
補
助
が
受
け
ら
れ

る
と
な
る
と
、
転
作
へ
の

取
り
組
み
意
欲
が
減
少
す

る
。
今
の
時
点
で
は
考
え

ら
れ
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
デ
ジ
タ
ル
教
育
の
課
題

・
命
の
安
全
教
育

真 篭 光 幸 議員

議員の
ひとりごと

米価の下落は耕作条件の不利な中山間地では耕作
放棄が進む原因となります。
中山間農地には、天然のダムとして大雨災害を防ぐ
機能や、多様な生物の生命を守る役割を果たして
います。集約化や転作は難しく、耕作をやめれば
復活させるのは困難です。支援は必要不可欠です。

主食米から転作する大規模農地

リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
名
簿
を
作
る
べ
き
で
は

答
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
以
外
の
名
簿
作
成
を
検
討

主食用米作付け農家への支援は
答稲作農家への直接支援は考えていない
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
指
導
員
等
の

増
員
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
放
課

後
児
童
支
援
員

は
、
す
ぎ
の
こ
ク
ラ
ブ
で

４
名
、
た
ば
し
ね
児
童
ク

ラ
ブ
で
は
２
名
の
最
低
基

準
の
配
置
で
あ
る
。
条
例

の｢
最
低
基
準
の
向
上｣

規
定
を
踏
ま
え
、
支
援
員

の
増
員
等
に
つ
い
て
も
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
者
や
関
係
機
関
、
関
係

者
と
の
協
議
・
検
討
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
昨
年
４
月
か
ら

資
格
を
持
つ
指
導

員
を
、
全
く
配
置
し
な
く

て
も
よ
い
と
い
う
、
国
の

基
準
が
あ
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

町
長
　
国
の
放
課
後

児
童
健
全
育
成

事
業
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
事
業
に
従
事
す
る
人

数
な
ど
の
設
備
運
営
基
準

が｢

参
酌
す
べ
き
基
準｣

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
資

格
の
な
い
職
員
が
１
人
で

従
事
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
子
ど

も
の
健
全
な
育
成
や
児
童

の
安
全
確
保
の
観
点
で
、

支
援
単
位
ご
と
に
２
人
以

上
の
配
置
と
し
て
い
く
。

問
　
指
導
員
等
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原

検
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
医
師

の
判
断
に
よ

り
、
感
染
が
疑
わ
し
い
場

合
の
み
、
検
査
の
費
用
を

行
政
が
負
担
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
現
在
進
め
て
い

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、
計

画
ど
お
り
に
進
め
た
い
。

町
長
　
人
口
減
少
社

会
の
中
で
、
こ

こ
数
年
の
保
育
所
・
幼
稚

園
の
入
所
園
児
の
推
移
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
う

し
た
状
況
か
ら
正
職
員
の

年
齢
構
成
を
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
が
、
現

時
点
で
の
職
員
増
の
考
え

は
な
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の

感
染
症
対
策
は
。

問
　

｢

新
子
育
て
安

心
プ
ラ
ン｣

を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長
　

新
プ
ラ
ン

は
、
令
和
３
年

か
ら
の
４
年
間
で
14
万
人

分
の
保
育
の
受
け
皿
を
目

指
し
、
女
性
の
就
業
率
の

上
昇
を
掲
げ
て
い
る
。
内

容
は
、
整
備
費
等
の
補
助

率
の
か
さ
上
げ
や
短
時
間

勤
務
の
保
育
士
の
活
躍
促

進
、
幼
稚
園
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
保
育

や
小
規
模
保
育
の
推
進
等

で
あ
る
。
今
後
協
議
、
精

査
し
引
き
続
き
待
機
児
童

の
解
消
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
　
保
育
所
・
幼
稚

園
の
正
規
職
員
増

員
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
夏
季
に
お
け

る
感
染
症
対
策

及
び
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
空
調
機
を
設
置
し
教

育
環
境
の
整
備
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。さ
ら
に
、

水
道
の
蛇
口
の
水
栓
自
動

化
を
行
っ
た
。

阿 部 圭 ニ 議員

大人数となった放課後児童クラブ

コロナ過の中でも頑張る保育所・幼稚園

社会になくてはならない保育士
は、同年代の年収より50万円
も安い。みんながなりたいよう
な収入になって欲しい。

議員の
ひとりごと

「
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン｣

ど
う
考
え
る
か

答
精
査
し
待
機
児
童
解
消
に
取
り
組
む

放課後児童クラブ指導員の増員は
答 ｢最低基準の向上｣ を踏まえて検討
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